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2022年度 環境経営レポート



　 □ごあいさつ

　技術」です。それは都市を形成する多様な建築物の屋上を雨や風、赤外線といった環境から守る独

　自のテクノロジーとして開発され、日本を代表する技術力は世界のトップ企業の一つに位置づけら

　れています。

　　そしていよいよ２１世紀を迎えた今、建築物に求められる社会的ニーズもますます多様化・複雑

　化し、ライフサイクルアセスメントや環境共生、省エネルギーといった新しい視点から、多彩な技

　術開発が日々行われています。私たちアーキヤマデもまた、研究開発を推進しシート防水技術を核

　として、新しい環境調和型社会を創るために積極的にチャレンジしていきます。

　　アーキヤマデは、高度経済成長期を迎え始める１９５６年に創業し、ちょうど都市の成長と発展

　に歩調を合わすように企業としての実績をつんできました。そして核となったのが、「シート防水

アーキヤマデ株式会社

環境経営方針

環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、アーキヤマデ株式会社は、建設防水の分野に

於いて社会に貢献するために“技術の創造”を進めると共に“環境と共生”を実現させて参ります。

環境マネジメントシステムの継続的改善と事業活動における環境負荷の低減のため、

行動指針を次のように定めます。

＜環境保全への行動指針＞

１ 二酸化炭素排出量を削減するため、資源・エネルギーの効率的活用を実施します。

２ 排水量の削減、廃棄物の削減に取り組み自然環境の保全に貢献します。

３ 環境関連法規を遵守し、利害関係者との取り決め事項を守ります。

４ 環境対応型製品の開発と販売促進を進め、普遍的に地球環境を守ります。

５ 環境コミュニケーションを通じて活動状況を内外に示し、適切な改善を図ります。

６ 当社のために働く全社の従業員にこの環境経営方針を周知します。

制定：２００５年１１月２１日

改定：２０１８年 ９月 ５日

代表取締役社長

                    山出 敬太郎



□組織の概要 更新日： 2023.04.21
（１） 名称及び代表者名

アーキヤマデ株式会社
代表取締役社長　山出　敬太郎

（２） 所在地
本　　　社

大阪営業所
神戸営業所
技術開発部
東京支店 東京都墨田区堤通１-１９-９ リバーサイド隅田・セントラルタワー

東京営業所 東京都墨田区堤通１-１９-９ リバーサイド隅田・セントラルタワー
（千葉営業所を含む）

仙台営業所 宮城県仙台市宮城野区榴岡５－１－３５　三共仙台東ビル
埼玉営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町４丁目２６３番 Y.S.T.ビル

横浜営業所 神奈川県横浜市中区太田町６丁目８４番２号 大樹生命横浜桜木町ビル
名古屋営業所 愛知県名古屋市名東区上社５丁目１０３番地
広島営業所 広島県広島市西区南観音８丁目６－８
福岡営業所 福岡県福岡市博多区榎田２-１-１２

※１　２０２１年５月新本社ビル竣工、２０２１年７月に移転。

※２　技術開発部は本社機能である為、引き続き本社の環境負荷と合算して取り組むこととする。

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 取締役　管理本部長　　髙橋　貴清　　　ＴＥＬ：０６-６３８５-１２６８　

担当者 総務部長　　　　　　　　　紺田　哲也　　　ＴＥＬ：０６-６３８５-１２６８

（４） 事業内容
防水資材の開発・仕入れ販売　　　主要製品：合成樹脂屋根材、建材

（５） 事業の規模
売上高 １６９億円

総人員数 １６７人（２０２３年４月２１日現在）

（６） 事業年度 ４月 ～ ３月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： アーキヤマデ株式会社
活動： 防水資材の開発・仕入れ販売　　　主要製品：合成樹脂屋根材、建材

□主な環境負荷の実績

（注）二酸化炭素排出量は電力、自動車燃料、都市ガス、ＬＰＧなどのすべてを含む

※　産業廃棄物排出量は、「㎥」→「ｔ」へ換算した数値（係数　0.35）

㎥ / 年 855822 382 237 560

環境配慮製品販売額 千円/年 36,40935,028 48,873 22,923 31,546

一般廃棄物排出量 kg / 年 10,07710,585 10,836 10,432 9,450

産業廃棄物排出量 ｔ / 年 2.99.5 8.8 4.9 10.4

水使用量

従 業 員
延べ床面積

部　署
従 業 員

延べ床面積

1381.78㎡ 92.85㎡

大阪本社
84名

東京(支)（営)
45名

仙台(営)
6名

埼玉(営)
5名

横浜(営)
5名

※２０２１年５月に新本社ビル竣工、７月に新本社ビルへ移転

103.42㎡ 106.12㎡

10名
193.76㎡

6名
167.67㎡

6名
148.5㎡

大阪府吹田市江の木町２４番２０号　　　　　　　　　　※２

大阪府吹田市江の木町２４番１０号（大阪営業所・神戸営業所・技術開発部を含む）　※１

大阪府吹田市江の木町２４番１０号（本社に含む）　※１　

名古屋(営) 広島(営) 福岡(営) 合　計

大阪府吹田市江の木町２４番１０号（本社に含む）　※１　

部　署

2668.7㎡

2021年度2020年度2019年度2018年度 2022年度単位

二酸化炭素排出量
（対象：エネルギー総量）

kg-CO2/年 343,680339,323 282,220 284,398 327,837

167名
4862.8㎡



環境管理責任者

内部監査責任者

環境事務局
内部監査事務局

ＥＡ21推進委員会

部門長

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・各部門および全社における環境活動計画の実施及び達成状況の把握
・問題点の発見、是正、予防処置等への共通認識の醸成
・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・内部監査の実施と監査結果の報告
・監査結果に基づく、問題点の是正処置の実施指示
・１年に１回以上監査が実施できるよう、内部監査チームの編成と主任内部
  監査員を指名

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計　　　・内部監査実施記録の作成
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

従業員 従業員 従業員 従業員 従業員 従業員

本社・東京支店・各営業所

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任代表者（社長）

本社・東京

部門長 部門長 部門長 部門長 部門長 部門長

内部監査事務局

環境事務局

紺田　哲也

ＥＡ21推進委員会

生産本部 管理本部 建材営業本部 設計推進本部 住宅事業本部 技術開発本部

更新日：2022年4月21日□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

山出　敬太郎

代表者（社長）

環境管理責任者

髙橋　貴清

内部監査責任者

本社 本社

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
  テスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施



□環境経営目標及びその実績

購入電力の排出係数は、2019年度より関西電力の2018年度の調整後排出係数「0.334(㎏-CO2/kWh）」にてCO2排出量を算出する。

※2018年度実績まではCO2排出係数「0.509(㎏-CO2/kWh)」でCO2排出量を算出

2021年度の「総排水量」は、本社（2021年8月～2022年3月）と本社別館（2021年4月～2022年3月）の実績とする。

また「化学物質使用料削減」は保管・取扱がないため活動から除外している。

ただし、開発・サンプルに使用する僅少の化学物質については適正に保管・管理している。

★「産業廃棄物」については、業務の内容によって廃棄量が大きく変動する為、目標は設定せず実績のみ把握する。

（目標） 32,00025,000 26,000

○ ○ ×

総
排
水
量

産業廃棄
物

達成状況 ○○ ○ × ○

27,000 28,000

（実績） 36,40935,028 48,873 22,923 31,546
環境配慮製
品販売金額

エアードライ
システム・環
境対応型ウ
レタン樹脂
系塗膜防水

材

金額(千円)

― ― ― ―

達成状況 ―― ― ― ―

廃
棄
物
排
出
量

水道

総量(㎥) （目標） 742.6855.9 818.0 256.0 235.8

（実績） 855.3822.1 381.7 237.0 559.5

達成状況 ×○

×○ ○ × ×

29 0 0

都市ガス

二
酸
化
炭
素
排
出
量

一般廃棄
物

総量(ｋｇ) （目標） 9,40311,221 10,532 10,931 10,183

（実績） 10,07710,585 10,836 10,432 9,450

達成状況 ×

総量(kg-CO2) （目標） ―

達成状況 ○○ × × ×

電力

自動車燃
料

総量(kg-CO2) （目標） 200,062199,797 195,779 186,081 186,983

（実績） 215,094196,761 187,017 187,922 201,068

総量(L)

278,252 283,436 279,797

総量(kg-CO2)

電力+燃料
+ガス

総量(kg-CO2) （目標） 140,704146,282

総量(ｋWｈ) （目標） 421,270287,390

達成状況 ×○ ○ × ×

2019年度2018年度 2022年度年度

（目標） 340,766346,079 288,715 280,749 280,435

（実績） 343,680339,323 282,220 284,398 327,837

288,849 379,548

92,936 94,668 93,452

284,860

（実績） 128,586142,342 95,143 96,476 126,769

（実績） 384,987279,650

総量(t) （目標） ―― ― ― ―

（実績） 2.9

× ○ ○

9.5 8.8 4.9 10.4

○

総量(Nm3) （目標） ―― ― ― ―

（実績） 0106

（目標） 86,17286,058 84,327 80,150 80,539

（実績） 0220 60 0 0

（実績） 92,64784,750 80,553 80,943 86,605

達成状況

2021年度2020年度



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

結　　果

今　後　の　方　向

引き続き社員に対し営業活動の効率化とエコドライブを意識して取り
組むよう徹底させていく。

■年間燃費目標達成
　（目標）19.5km/l    （実績）20.4km/l
■削減目標未達成
　《増加要因》
　・営業活動の制限がなくなったことで、車両使用頻度が増えた。
　・基準年度（2021年度）の途中で3台の増車があったため、2022年度
の目標数値が厳しくなった。

結　　果

■節電目標達成
　《達成要因》
　・本社別館の低圧電力使用量の大幅減
　　※試験機（恒温槽）の使用頻度の減少によるもの
　・基準年度（2021年度）はコロナ対策として、エアコンを使用する夏
場・冬場も定期的に窓を開けて換気をおこなっていた為、各営業所と
も例年より電気使用量が増えていた。

今　後　の　方　向

引き続き節電施策の徹底を図り、電気使用量削減に取り組んでいく。

結　　果

■削減目標未達成
《増加要因》
　・東京支店の機密文書の大量処分（2022年4月）
　・カタログ改訂に伴う廃棄　など

今　後　の　方　向

ペーパレス化の徹底とカタログ在庫の管理徹底を図り、不要な廃棄を
減らすよう努める。

×

（ア）電気使用量の削減
取 り 組 み 施 策2022年4月～2023年3月

279,797 kWh

421,270 kWh
384,987 kWh

＋37.6％
〇

基準値（前年）

目　標　値
実　績　値
前年対比

（イ）ガソリン使用量の削減・燃費向上
2022年4月～2023年3月 取 り 組 み 施 策

・リース期限の到来した車は、順次エコカーへ切替
・エコドライブの実施
・定期的にタイヤの空気圧の点検をおこなう
・車から不要な荷物をおろす

目　標　値 86,172 L

 9,403 kg
実　績　値   10,077 kg
前年対比 -1.0％
評　　　価 ×

（２）一般廃棄物排出量の削減

（１）二酸化炭素排出量の削減

2022年4月～2023年3月 取 り 組 み 施 策
基準値（前年） 10,183 kg

・両面コピー、集約コピーの徹底
・グループウェア活用によるペーパレス化
・文具等、使い捨て製品は極力避け、出来るだけ再利用できる製品を
利用する（廃材が少ないものを利用）

目　標　値

基準値（前年） 80,539 L

実　績　値 92,647 L
前年対比 ＋15.0％
評　　　価

　　数値目標：○達成　×未達成

評　　　価

・通年ノーネクタイ実施（11/15～）
・不在場所の消灯（事務所・トイレ・倉庫）
・蛍光灯や電球は長寿命で省エネのものを使用
・冷房、暖房の設定温度の管理徹底（冷房28度/暖房22度）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

電力(kWh)
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□環境負荷の事業所別実績推移

結　　果

■節水目標未達成

《増加要因》
2022年4月に別館（技術開発棟）にて使用量大幅増加。
技術開発棟の3階トイレの流水レバーの不良により、水が流れっぱな
しになっていた時期あり。
5月以降は通常の使用量に戻り改善されている。

今　後　の　方　向

引き続き社員に対し節水、適正使用の呼び掛けをおこない、使用量
削減に努めていく。

（３）排水量の削減

560 ㎥
・節水、適正使用の呼びかけ
 地道な節水活動を展開し、全員が「節水」に対する意識をもつよう努
める。毎回少量の節水が、結果として目標達成に繋がることを意識し
実践する。

目　標　値 743 ㎥
実　績　値 855 ㎥
前年対比 ＋52.7％
評　　　価 ×

2022年4月～2023年3月 取 り 組 み 施 策
基準値（前年）
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□目標・実績（中長期）

ガソリン

燃費

一般廃棄物

728

※東京支店と東京営業所は同ビル同フロアで営業しているため、2018年度より「東京支店・東京営業所」として目標を設定し、

   協働して環境活動に取り組む事とする。

※神戸営業所は2021年3月に本社内に移転したため、2021年度より「大阪本社」に含めて環境活動に取り組む事とする。

31,546 32,000 33,000 34,000 35,000 36,000
環境対応製品の
販売

名古屋営業所 kg 96 96 95 95 94 94

節水 ㎥

千円

福岡営業所 kg 540 537 535 532 529 527

大阪本社 ㎥ 560 743 739 735 732 728

560 743 739 735 732

54 54 53 53 53 52

東京支店 kg

神戸営業所 kg ― ― ― ― ― ―

広島営業所 kg 339 337 336 334 332 331

横浜営業所 kg 54 54 54 53 53 53

大阪本社 kg 5,471 5,443 5,416 5,389 5,362 5,335

4,284 4,263 4,241 4,220 4,199 4,178

東京営業所 kg

埼玉営業所 kg 324 322 321 319 317 316

2,573 2,560 2,548 2,535 2,522 2,509

仙台営業所 kg

― ― ―

6,285 6,254 6,222 6,191 6,160 6,129

3,495 3,478 3,461 3,443

kg 9,450 9,403 9,356 9,309 9,263 9,217

L

L

L

L

大阪本社

仙台営業所

東京支店

東京営業所

埼玉営業所

横浜営業所

名古屋営業所

神戸営業所

広島営業所

福岡営業所

24,588 24,465 24,343

― ― ―

3,442 3,425 3,407

35,508 35,330 35,153

3,426 3,409

4,869 4,845 4,821 4,796 4,773 4,749

4,134 4,113 4,093 4,072 4,052 4,032

24,221 24,100 23,979

17,037 16,952 16,867 16,783 16,699

L 86,605

kWh

kWh

kWh

34,978 34,803 34,629

3,390 3,373 3,357

86,172 85,741 85,313 84,886 84,462

12,777 12,713 12,650 12,586 12,523 12,461

9,361 9,314 9,268 9,221 9,175 9,129

km/l 19.5 19.5 19.5 19.5 19.5 19.5

― ― ― ― ― ―

17,923 17,833 17,744 17,655 17,567 17,479

17,123

kWh

kWh

kWh

kWh

45,053 44,828 44,381 44,159 43,938

15,486 15,409 15,332 15,255 15,179 15,103

379,548 421,271 419,164 417,068 414,983 412,908

252,661 295,018 293,543 292,075 290,615 289,162

9,027 8,982 8,937

目標

（2026年）

目標

（2025年）

目標

（2024年）

目標

（2023年）

目標

（2022年）

基準年実績

（2021年）

L

L

L

L

L

L

電力

仙台営業所

大阪本社

東京営業所

埼玉営業所

横浜営業所

名古屋営業所

神戸営業所

広島営業所

福岡営業所

東京支店
44,604

9,164 9,118 9,073

kWh

kWh

kWh

kWh



□環境経営活動の取り組み計画と評価　（２０２２年度）

取り組み計画 達 成 状 況 評　価（結果と今後の方向）

①電力の削減

・エアコンの温度設定
　　事務所：冷房（室内）28℃
　　　　　　暖房（室内）22℃
・不在時の消灯
・通年ノーネクタイ実施
・蛍光灯や電球は長寿命で省エネの
ものを使用

②ガソリンの削減・燃費向上

・アイドリングストップの徹底
・エコカーへの切替
・エコドライブの推進
　急発進、急ブレーキをしない
　急加速の少ない走行など
・車から不要な荷物をおろす

③一般廃棄物の削減

・両面、集約コピーの徹底
・コピー用紙の裏紙使用
・グループウェア活用によるペーパ
レス化

④産業廃棄物の削減（廃プラ）

・社内での再使用の推進
・サンプル部材の残材破棄を統制

⑤節水

・節水、適正使用の呼び掛け
・水回りの定期チェック

⑥環境対応製品の販売
（対象製品）
　エアードライシステム
　アクシスコートＤＸ

・新規物件の開拓
・改修物件の開拓

目標：421,270(kWh)
実績：384,987(kWh)
達成状況：〇

ガソリン削減
目標：86,172(ℓ)
実績：92,647(ℓ)
達成状況：×

ガソリン燃費向上
目標：19.5(km/l)
実績：20.4(km/l)
達成状況：〇

目標：9,403(kg)
実績：10,077(kg)
達成状況：×

目標：業務の内容に
よって廃棄量が大きく
変動する為目標は設定
しない
実績：2.9(ｔ)

目標：743(㎥)
実績：855(㎥)
達成状況：×

目標：32,000(千円)
実績：36,409(千円)
達成状況：〇

■節電目標達成
・本社別館の低圧電力使用量の大幅減
　※試験機（恒温槽）の使用頻度減少
・基準年度（2021年度）は、コロナ対策として、
エアコンを使用する夏場・冬場も定期的に窓を開
けて換気をおこなっていた。

■引き続き節電施策の徹底を図り、電気使用量削
減に取り組んでいく。

■削減目標未達成
・コロナによる活動の制限がなくなり、コロナ前
の営業活動に戻ったことで、車両使用頻度も増え
た。
・基準年度（2021年度）の途中に3台の増車があっ
た。

■営業活動の効率化とエコドライブを意識して取
り組むよう徹底させていく。

■削減目標未達成
・東京支店の機密文書の大量処分
　東住宅で2年間溜めていた営業資料等を廃棄
・カタログ改訂に伴う廃棄処分

■ペーパレス化の徹底とカタログ在庫の管理徹底
を図り、不要な廃棄を減らすよう努めていく。

■取り組みに対する評価
・2022年度は断熱材など比較的重たい部材を使っ
た試験施工が少なかった。

■リサイクル・分別を徹底し、不要な廃棄を減ら
すよう徹底させていく。

■節水目標未達成
・2022年4月に本社別館にて使用量大幅増加
トイレの流水レバーの不良により、水が流れっぱ
なしになっていた時期あり。5月以降改善。

■社員に対して節水、適正使用の呼び掛けをおこ
ない節水に努めていく。

■販売目標達成
・物件の増加
・営業の訪問活動の制限がなくなった。

■引き続き販売に注力していく。



□事業所別の目標と計画の達成状況

電力

大阪本社

仙台営業所

東京支店

東京営業所

埼玉営業所

横浜営業所

名古屋営業所

神戸営業所

広島営業所

福岡営業所

ガソリン

燃費

大阪本社

仙台営業所

東京支店

東京営業所

埼玉営業所

横浜営業所

名古屋営業所

神戸営業所

広島営業所

福岡営業所

一般廃棄物

大阪本社

仙台営業所

東京支店

東京営業所

埼玉営業所

横浜営業所

名古屋営業所

神戸営業所

広島営業所

福岡営業所

節水

大阪本社

環境対応製
品の販売

ｔ 10.4 ― 2.9 ― ―産業廃棄物

542

× 797

797×

〇 37,000

―

× 338

3,142

〇 315

〇 44

141

―

54 54 52 〇 52

4,357

〇

× 92,183

19.6

23,844

10,026

6,847 × 6,813

L 4,869 4,845 6,169 × 7,553

5,453

4,011

37,661

L 3,442 3,425 3,955 × 3,935

24,588 24,465 25,387 ×

45,275

8,919

8,700

13,001

―

17,025

16,311

基準年実績

（2021年）

目　標

（2022年）

実　績

（2022年）

達成状況

（2022年）

〇

〇

〇

383,062

260,874

12,957

目　標

（2023年）

実　績

（2023年）

達成状況

（2023年）

千円 31,546 32,000 36,409

㎥ 560 743 855

㎥ 560 743 855

kg 540 537 545 ×

×

2,573 2,560 3,158 ×

kg 9,450 9,403 10,077

― ― ―

kg 339 337 340

kg 96 96 142

L 3,495 3,478 4,028 × 4,008

L ― ― ― ― ―

kg

kg 324 322 316

L 4,284 4,263 4,379

kg

kg

L

×

×

×

kg 5,471 5,443 5,480

L 35,508 35,330 37,850 ×

L 86,605 86,172 92,647

km/l 19.5 19.5 20.4

L

L 4,134 4,113 4,031 〇

L 6,285 6,254

kWh 17,923 17,833 17,111

kWh 17,123 17,037 16,393

〇

〇

kWh 12,777 12,713 13,066

kWh ― ― ―

×

―

kWh 9,361 9,314 8,964

kWh 9,164 9,118 8,744

〇

〇

kWh
45,053 44,828 45,502

kWh
×

295,018 262,185

kWh 15,486 15,409 13,022

kg

384,987

44kg 54 54

kWh 379,548 421,270

kWh 252,661



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

〇エコアクションの認証登録を受けてから１７年目となります。

〇環境経営方針、実施体制について変更ありません。

〇２０２２年度は新型コロナウィルス感染症の変異と感染の波が繰り返されながらも、
   ウィズコロナの新しい生活様式・働き方へシフトし、営業活動はコロナ前とほぼ変わらず制限なく
   行動できるようになりました。

〇２０２２年度のエコアクションの取組結果については、「ガソリン」「一般廃棄物」「節水」の項目で
   目標未達成という結果になりました。
   各項目とも「環境活動の取り組み計画と評価」に記載のとおり、増加原因は特定出来ており、
   ２０２３年度は問題点の是正と取組施策の再徹底を図り、年間目標達成に向けて取り組みます。

〇２０２３年度も引き続きエコアクション２１の活動を通じて社会的責任を果たしていきます。

2023年4月21日実施日：□代表者による全体の評価と見直し・指示

ディーゼル車運行規制（東京都条例） 規制対象車両なし（ガソリン車のみ）

フロン排出抑制法
機器の設置環境・使用環境の維持保全
簡易点検　１回/３ヶ月　定期点検　１回/３年

道路交通法 安全運転管理者等

小型家電リサイクル法

自動車リサイクル法

小型家電廃棄時の管理

使用している全車両

資源有効利用促進法 ＰＣ廃棄時の管理

自動車NOx・PM法 車検証にて使用車種規制NOx・PM適合確認

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラスチック、廃木材、廃蛍光灯）

危険物（ボンド、溶剤、廃油）の運搬及び保管管理
消防計画による消防管理
消防設備点検報告書の消防署への提出

本社ビル

下水道法 本社ビル

家電リサイクル法 特定家電廃棄時の管理

適用される法規制

廃棄物処理法

消防法（危険物）

吹田市水道条例（第38条）

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。



□環境対応製品

　■エアードライシステム

　■アクシスコートDX



□環境コミュニケーション

　■第３７回吹田産業フェア２０２２に本年も出展いたしました。

　■関西ローカルの読売テレビ「BEAT～時代の鼓動～」において当社の紹介が放映されました。

　　 【放映日】　２０２３年４月３０日（日） 午前１１時２５分   読売テレビ（１０チャンネル）

　　 【開催日時】　２０２２年６月４日（土）・５日（日）　１０：００～１６：００

　　  　　　　　　　 主催：吹田産業フェア推進協議会　共催：吹田市・吹田商工会議所
　　 【開催場所】  吹田市文化館（メイシアター）２F・３F/メイシアター前いずみの園公園


